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● 議 員 か ら の 寄 附 は 公 職 選 挙 法 で 禁 止 さ れ て い ま す ●

ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型(HTLV-1)

総 合 対 策 を 求 め る 意 見 書（ 要 旨 ）

　ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型

(HTLV-1) は、成人Ｔ細胞白血病や

脊髄疾患等をひき起こす。国内の感

染者数 ( キャリア ) は 100 万人以上

と推定されるが、一度感染すると現

代の医学ではウイルスを排除できず、

根本的な治療法は確立されていない。

現在の感染経路は、母子感染が６割

以上を占める。ウイルスの潜伏期間

が 40 ～ 60 年と長く、自身がキャリ

アと知らずに子供を母乳で育て、数

年後に自身が発症して初めて我が子

への感染を知らされるケースがある。

　平成 22 年 10 月６日、厚生労働省

は、HTLV-1 抗体検査を妊婦健康診査

の標準的な検査項目に追加し、公費

負担の対象とできることとした。こ

れにより全国で感染拡大防止対策が

実施されることになるが、そのため

の環境整備が不可欠である。

　よって政府におかれては、医療・

保健関係者の研修の実施や相談体制

の充実、診療拠点病院の整備、予防・

治療法の研究開発、国民への正しい

知識の普及啓発等の総合的な対策を

早急に実現するよう強く要望する。

　

12
月
定
例
会
に
は
、
新
た
に

請
願
１
件
、
陳
情
５
件
が
提
出

さ
れ
、
閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と

な
っ
て
い
た
案
件
と
併
せ
て
所
管

の
各
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
こ
の
う
ち
、
陳
情
４

件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
審
議
結
果
は
左
表
）

請
願
・
陳
情

　

12
月
定
例
会
に
は
、
意
見
書

案
10
件
が
提
出
さ
れ
、
議
会
は

こ
の
意
見
書
案
の
う
ち
、
６
件

を
可
決
、
４
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
、
12
月

14
日
に
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し

ま
し
た
。

（
審
議
結
果
は
左
表
）

意
見
書

会
派
別
議
員
名
簿

（
現
員
数
40
名
）
　

公

明

党

○
大
　

川
　

正
　

博

　

宮
　

本
　
　
　

均

　

大
　

場
　
　
　

諭

　

堀
　

越
　
　
　

優

　

松
　

葉
　

雅
　

浩

　

戸
　

村
　

節
　

子

　

小
　

林
　

妙
　

子

　

笹
　

浪
　
　
　

保

自

由

ク

ラ

ブ

○
増
　

田
　

三
　

郎

　

中
　

山
　

幸
　

紀

　

加
　

藤
　

武
　

央

　

五
　

関
　
　
　

貞

　

井
　

上
　

義
　

勝

　

高
　

安
　

紘
　

一

日

本

共

産

党

○
金
　

子
　

貞
　

作

　

清
　

水
　

み
な
子

　

二
　

瓶
　

忠
　

良

　

桜
　

井
　

雅
　

人

　

谷
　

藤
　

利
　

子

民
主
・
市
民
連
合

○
佐
　

藤
　

義
　

一

　

石
　

原
　

美
佐
子

　

並
　

木
　

ま
　

き

　

荒
　

木
　

詩
　

郎

　

守
　

屋
　

貴
　

子

緑

風

会

○
竹
　

内
　

清
　

海

　

松
　

永
　

鉄
　

兵

　

稲
　

葉
　

健
　

二

　

松
　

永
　

修
　

巳

市

民

の

声

○
宮
　

田
　

か
つ
み

　

プ
リ
テ
ィ
長
嶋

　

坂
　

下
　

し
げ
き

　

鈴
　

木
　

啓
　

一

み

ら

い

○
岩
　

井
　

清
　

郎

　

金
　

子
　
　
　

正

　

寒
　

川
　

一
　

郎

社
民
・
市
民
ネ
ッ
ト

○
か
つ
ま
た
竜
大

　

秋
　

本
　

の
り
子

　

湯
　

浅
　

止
　

子

道

○
か
い
づ
　
　
　

勉

つ

ば

さ

○
田
　

中
　

幸
太
郎

※○は会派代表者。
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議 案第27号 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

28号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

29号 市川市一般職員の給与に関する条例等の一部改正について ○ ○ × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

30号 市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

31号 市川市手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

32号 市川市介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

33号 市川市環境保全条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

34号 市川市都市公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

35号 市川市少年自然の家の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

36号 市川市火災予防条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

37号 平成22年度市川市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

38号 平成22年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

39号 平成22年度市川市下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

40号 平成22年度市川市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

41号 平成22年度市川市市川駅南口地区市街地再開発事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

42号 平成22年度市川市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

43号 市川市北消防署新築工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決

44号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

45号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

46号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

47号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

48号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

49号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

50号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

51号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

52号 指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

53号 市道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

54号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

55号 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

56号 損害賠償請求事件の和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

57号 損害賠償請求事件の和解について ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決

58号 損害賠償請求事件の和解について ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 可　決

報 告第16号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

17号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認

○議員提出

発 議第23号 市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

24号 地方経済の活性化策を求める意見書の提出について ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

25号 切れ目ない中小企業支援及び金融支援策を求める意見書の提出について ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

26号 ヒトＴ細胞白血病ウイルス１型（ＨＴＬＶ－１）総合対策を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

27号 脳脊髄液減少症の診断・治療の確立を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

28号 ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加に反対する意見書の提出について × △ ○ × ○ × ○ △ × × 否　決

29号 尖閣諸島をめぐる紛争の正しい解決を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

30号 日ロ領土交渉の再検討を求める意見書の提出について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

31号 子ども・子育て新システムの見直しを求める意見書の提出について × △ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 否　決

32号 介護保険制度の改定に反対し、公費負担の引き上げを求める意見書の提出について × × ○ × × × ○ ○ × × 否　決

33号 国民健康保険の広域化に反対し、国庫負担の増額を求める意見書の提出について × × ○ × × × × ○ × × 否　決

○陳　情

陳情第21－22号「ふるさと納税」に関わる陳情（閉会中継続審査事件） × × ○ × × △ × ○ × × 不採択

22－８号「市有地における宗教施設の設置状況」に関わる陳情（閉会中継続審査事件） × × × × × × × × × × 不採択

22－９号「市歳入増」に関わる陳情（閉会中継続審査事件） × × × × × △ × × × × 不採択

22－16号 映像文化センターに関わる陳情（閉会中継続審査事件） × × ○ × × △ × ○ × × 不採択

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△
※議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。

※上記は予定であり、事情により
変更される場合があります。
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陳情の取り扱いの変更について
　市川市議会では、平成23年２月定

例会の審査分から、陳情の取り扱い

については、委員会に付託せず、各

会派へ参考配付することになってい

ます（平成22年11月25日議会運営委

員会決定）。なお、請願（紹介議員

のあるもの）は従来どおり取り扱わ

れています。


